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大
学
の
宝
物

は
じ
め
に

松
井
　
和
則

　
　
（
関
東
学
院
大
学
長
）

　
学
長
に
就
任
し
て
一
年
に
な
ろ
う
と
す
る
が
、
自
ら
の
大
学
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
点
は
ひ
と
ま
ず
置
い

て
、
建
学
の
精
神
や
理
念
と
関
連
し
て
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
大
学
の
特
色
と
し
て
誇
る
べ
き
も
の
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
関
東
学
院
大
学
自
慢
の
宝
物
を
ま
と
め
て
み
た
。
．
そ
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

ニ
　
タ
ッ
ピ
ン
グ
・
ポ
ン
ド

　
ヘ
ン
リ
ー
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
は
一
八
九
五
年
に
ア
メ
リ
カ
・
バ
プ
テ
ス
ト
よ
り
宣
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
関
東
学
院
の
源
流
の
ひ

と
つ
で
あ
る
東
京
中
学
院
に
赴
任
し
た
。
そ
の
後
ヘ
ン
リ
ー
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
夫
妻
は
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
盛
岡
に

住
ん
で
東
北
各
地
で
の
宣
教
活
動
に
従
事
す
る
。
タ
ッ
ピ
ン
グ
一
家
と
宮
沢
賢
治
は
親
交
が
あ
り
、
賢
治
は
「
岩
手
公
園
」
と
題
す

る
詩
を
書
い
た
。
「
老
い
し
タ
ピ
ン
グ
」
、
「
老
い
た
る
ミ
セ
ス
タ
ッ
ピ
ン
グ
」
は
タ
ッ
ピ
ン
グ
夫
妻
の
こ
と
で
あ
り
、
「
大
學
生
の
タ

ピ
ン
グ
」
は
息
子
の
ウ
イ
ラ
ー
ド
で
あ
る
。
ウ
イ
ラ
ー
ド
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
は
戦
前
と
戦
後
、
関
東
学
院
で
教
え
、
戦
後
の
学
院
の
復

興
の
た
め
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
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そ
の
ウ
ィ
ラ
ー
ド
．
タ
ッ
ピ
ン
グ
の
妻
で
関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
の
教
員
で
あ
っ
た
エ
ヴ
ェ
リ
ン
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
の
寄
附
金
を

も
と
に
タ
ッ
ピ
ン
グ
家
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
防
火
用
水
が
タ
ッ
ピ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
で
、
「
司
O
電
2
0
之
日
竃
O
閃
霞
b
O
2
d
一
九

六
三
」
と
記
さ
れ
た
金
属
の
銘
板
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
六
年
の
新
棟
建
築
に
と
も
な
い
、
タ
ッ
ピ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
は
新
た

な
憩
い
の
水
辺
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

三
　
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇

　
関
東
学
院
の
美
し
き
伝
統
と
な
っ
て
い
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
は
、
一
九
四
八
年
に
関
東
学
院
女
子
専
門
学
校
（
女
子
短
期

大
学
の
前
身
）
相
型
口
同
秋
校
長
の
提
案
で
『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』
を
上
演
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
相
川
校
長
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

英
語
劇
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
が
日
本
で
初
め
て
原
語
上
演
さ
れ
た
の
が
開
港
ま
も
な
い
横
浜
山
手
の
ゲ

ー
テ
座
で
あ
っ
た
こ
と
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
英
語
が
現
代
の
英
語
文
化
の
根
幹
を
な
し
て
お
り
、
学
生
た
ち
に
身
を
も
っ
て
体
現

さ
せ
る
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
と
関
東
学
院
大
学
の
共

催
と
な
り
、
さ
ら
に
女
子
短
期
大
学
の
人
問
環
境
学
部
へ
の
改
組
転
換
に
よ
り
、
関
東
学
院
大
学
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
実
行
委

員
会
が
組
織
さ
れ
て
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
上
演
さ
れ
た
作
品
は
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
『
夏
の
夜
の
夢
』
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
な
ど
一
四
戯
曲
に
な
る
・
ド

レ
ス
・
リ
ハ
ー
サ
ル
で
女
優
の
栗
原
小
巻
さ
ん
か
ら
賛
辞
を
い
た
だ
い
た
り
、
世
界
的
に
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
の
劇
団
、
ロ
イ
ヤ
ル
・

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
．
カ
ン
パ
ニ
ー
の
演
出
家
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ア
ー
ド
氏
か
ら
公
演
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年

一
一
月
に
行
わ
れ
た
第
五
四
回
公
演
で
は
、
横
浜
市
・
横
浜
市
教
育
委
員
会
・
横
浜
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
・
神
奈
川
新
聞
社
・
テ

レ
ビ
神
奈
川
の
ほ
か
、
あ
ら
た
に
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
後
援
も
得
た
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
は

各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

四
　
大
賀
ハ
ス

　
大
賀
一
郎
教
授
は
、
第
一
高
等
学
校
在
学
中
に
内
村
鑑
三
の
主
宰
す
る
「
聖
書
研
究
会
」
に
参
加
し
、
こ
こ
で
の
出
会
い
で
関
東

学
院
初
代
学
院
長
と
な
る
坂
田
祐
と
親
交
が
始
ま
る
。
一
九
五
〇
年
に
本
学
工
学
部
教
授
に
就
任
し
、
植
物
学
概
論
を
講
義
し
た
。
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当
時
の
履
修
要
項
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

「
植
物
の
形
態
的
な
る
細
胞
、
組
織
、
生
理
的
な
る
代
謝
、
生
長
、
運
動
、
寿
命
、
遺
伝
等
々
、
特
殊
植
物
ハ
ス
を
中
心
と
し
て
講

じ
、
ま
た
植
物
と
水
、
温
度
、
光
線
等
の
生
理
、
生
態
、
作
用
に
つ
い
て
講
ぜ
ん
と
す
る
。
学
生
を
し
て
研
究
心
を
喚
起
せ
し
め
、

単
な
る
講
義
よ
り
も
重
点
を
独
創
的
方
面
に
進
め
ん
と
す
。
」

　
一
九
五
二
年
に
千
葉
県
検
見
川
泥
炭
層
出
土
の
古
ハ
ス
の
開
花
に
成
功
す
る
。
こ
の
ハ
ス
は
の
ち
に
「
二
千
年
ハ
ス
」
あ
る
い
は

「
大
賀
ハ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
学
に
も
こ
の
「
大
賀
ハ
ス
」
が
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
ス
イ
レ
ン
に
な
っ
て
い
た
。

ど
う
や
ら
「
大
賀
ハ
ス
」
が
枯
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
代
わ
り
に
ス
イ
レ
ン
を
植
え
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
謎
を
追
跡
し
た
工
学
部
の
村

山
肇
子
教
授
が
府
中
市
の
大
賀
ハ
ス
管
理
会
議
の
先
生
か
ら
蓮
根
を
譲
り
受
け
、
「
大
賀
ハ
ス
」
が
関
東
学
院
大
学
で
再
び
花
開
い
た
。

　
大
賀
博
士
の
眠
る
多
磨
霊
園
の
墓
前
に
は
、
坂
田
祐
初
代
学
院
長
の
筆
に
よ
る
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　
ハ
ス
の
花
に
　
神
の
栄
光
を
　
た
た
え
て
　
　
大
賀
一
郎
兄
　
こ
こ
に
眠
る

　
　
復
活
の
ラ
ッ
パ
の
　
鳴
ら
ん
と
き
ま
で
　
　
　
教
友
　
八
十
八
翁
　
坂
田
祐
　
記
す

五
　
関
東
ポ
エ
ト
リ
・
セ
ン
タ
ー

　
関
東
ポ
エ
ト
リ
・
セ
ン
タ
ー
は
一
九
六
八
年
に
≦
筐
馨
一
田
一
9
教
授
が
提
唱
し
て
川
村
和
夫
教
授
が
協
力
し
、
米
国
バ
プ
テ
ス

ト
同
盟
の
財
政
的
援
助
を
得
て
、
関
東
学
院
大
学
文
学
部
を
母
体
と
し
て
発
足
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
は
八
月
に
葉
山
で
行

わ
れ
る
合
宿
形
式
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
と
年
一
回
の
詩
誌
冒
O
国
円
勾
網
囚
＞
Z
同
○
』
の
発
行
で
あ
る
。
セ
ミ
ナ
ー
は
こ
れ
ま
で
谷
川
俊

太
郎
、
大
岡
信
、
金
関
寿
夫
、
西
脇
順
三
郎
、
川
崎
洋
、
ね
じ
め
正
一
、
吉
本
隆
明
、
岸
田
今
日
子
、
金
子
兜
太
、
辻
井
喬
な
ど
の

そ
う
そ
う
た
る
各
氏
、
0
3
ω
昌
α
R
、
薯
臣
弩
o。
併
鋒
o
旨
、
∪
。
駐
。
富
く
昌
o
＜
、
薫
あ
■
蜜
①
毫
営
な
ど
現
代
ア
メ
リ
カ
詩
の
巨
匠

た
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
代
表
す
る
詩
人
ピ
。
。
。
蜜
養
避
、
そ
し
て
最
も
忘
れ
て
な
ら
な
い
人
と
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

す
る
直
前
に
招
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ω
。
馨
房
田
き
超
な
ど
日
本
や
世
界
の
第
一
戦
で
活
躍
し
て
い
る
著
名
な
方
々
の
参
加
を
得

て
行
わ
れ
て
き
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
柱
は
詩
人
自
身
に
よ
る
「
ポ
エ
ト
リ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
。
こ
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
を
発
展

さ
せ
て
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
公
開
講
座
と
し
て
「
ポ
エ
ト
リ
・
リ
ー
デ
イ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
い
る
。
関
東
ポ
エ
ト
リ
・
セ
ン
タ

ー
は
、
日
本
で
は
唯
一
の
ポ
エ
ト
リ
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
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六
　
関
東
化
成
工
業
・
関
東
学
院
大
学
表
面
工
学
研
究
所

　
関
東
学
院
工
業
専
門
学
校
の
実
習
工
場
で
研
究
さ
れ
た
技
術
が
事
業
化
さ
れ
て
、
一
九
六
九
年
関
東
化
成
工
業
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
た
。
現
在
資
本
金
二
億
円
、
社
員
数
三
百
数
十
名
、
関
連
会
社
四
社
の
中
堅
企
業
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
同
社
は
世
界
に

先
駆
け
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ヘ
の
メ
ッ
キ
技
術
を
開
発
し
、
自
動
車
や
電
子
材
料
等
の
部
品
を
生
産
す
る
企
業
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
。
ま
さ
に
、
現
在
各
大
学
で
推
進
さ
れ
て
い
る
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
先
駆
け
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
に
は
、
関
東
化
成
工

業
株
式
会
社
と
関
東
学
院
大
学
で
、
有
限
会
社
関
東
学
院
大
学
表
面
工
学
研
究
所
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
株
式
会
社
化
し
て
資
本
金

を
充
実
し
、
先
端
的
な
研
究
と
そ
の
事
業
化
を
行
う
体
制
を
立
ち
上
げ
て
、
一
層
の
発
展
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
　
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟
が
派
遣
し
て
い
る
大
里
英
二
（
元
関
東
学
院
六
浦
中
学
古
同
等
学
校
教
師
Y
エ
ミ
宣
教
師
夫
妻
の
協
力
の
下
、

タ
イ
国
チ
ェ
ン
マ
イ
山
岳
地
区
少
数
民
族
（
カ
レ
ン
族
）
へ
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
。
山
奥
に
点
在
す
る
電
気
、

水
道
、
ガ
ス
の
な
い
生
活
を
し
て
い
る
集
落
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
カ
レ
ン
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟
の
ダ
ウ
牧
師
が
建

て
た
寮
の
運
営
の
た
め
、
一
九
九
四
年
か
ら
関
東
学
院
六
浦
小
学
校
が
援
助
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
は
文
学
部

比
較
文
化
学
科
の
ワ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
H
と
い
う
科
目
に
も
な
っ
た
。
ま
た
人
間
環
境
学
部
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
タ

イ
に
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
関
東
学
院
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
組
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
学
院

の
校
訓
「
人
に
な
れ
　
奉
仕
せ
よ
」
の
校
訓
の
実
践
と
も
い
え
る
。

八
　
歴
史
的
に
貴
重
な
品
々
（
関
東
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ボ
ン

う

済
辺
泌
汗
教
関
係
資
料
“
『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
年
）
平
文
編
訳
の
日
本
最
初
の
和
英
辞
典
、

『
宇
太
登
不
止
』
一
八
七
六
年
（
明
治
九
峰
）
ん
孫
d
轡
砂
い
ヴ
ラ
ウ
ン
の
編
集
に
よ
る
讃
美
歌
の
和
訳
と
西
洋
音
楽
導
入
の
歴
史
上
貴

重
な
バ
プ
テ
ス
ト
派
初
期
讃
美
歌
集
、
『
志
無
也
久
世
無
志
与
』
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
ネ
イ
サ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
訳
の
日
本
最

初
の
全
訳
新
約
聖
書
ほ
か
。
イ
ギ
リ
ス
古
典
経
済
学
・
哲
学
文
庫
”
J
・
ス
テ
ユ
ア
ー
ト
『
経
済
学
原
理
』
（
一
七
六
七
年
）
、
A
・
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ス
ミ
ス
『
国
富
論
』
（
一
七
七
六
年
）
、
T
・
R
・
マ
ル
サ
ス
『
人
口
論
』
（
一
七
九
八
年
）
ほ
か
。

　
ふ
う
で
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ど
く

　
封
泥
“
紙
が
発
明
さ
れ
る
以
前
の
秦
代
か
ら
東
漢
に
か
け
て
使
用
さ
れ
た
、
簡
腰
と
い
う
短
冊
状
の
通
信
用
具
を
封
絨
し
た
土
塊

片
六
〇
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

九
　
大
学
を
取
り
巻
く
人
々

　
A
君
一
家
。
二
〇
〇
〇
年
に
当
時
の
宣
教
師
デ
ロ
ー
フ
夫
妻
が
主
宰
す
る
バ
イ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
に
A
君
が
入
会
し
た
。
背
が
高
く

て
ハ
ン
サ
ム
な
若
者
で
あ
っ
た
。
バ
イ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
の
夏
合
宿
の
と
き
、
不
幸
に
も
A
君
は
水
泳
中
に
心
不
全
で
な
く
な
っ
た
。

　
ま
だ
一
八
歳
で
あ
っ
た
。
A
君
の
一
家
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
か
っ
た
が
、
A
君
が
キ
リ
ス
ト
教
に
強
く
惹
か
れ
て
い
た
こ
と

を
思
い
、
キ
リ
ス
ト
教
の
葬
儀
を
行
う
こ
と
に
決
め
た
。
A
君
の
一
家
は
そ
れ
か
ら
教
会
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
家
族
で
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
A
君
の
父
は
四
九
歳
で
神
学
校
に
入
学
し
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
は
教
会
の
牧
師
と
し
て
歩
み
だ
し
た
。

　
大
学
の
近
所
の
食
堂
の
ご
主
人
。
食
堂
の
ご
主
人
は
こ
れ
ま
で
訪
れ
た
交
換
留
学
生
た
ち
の
写
真
を
残
し
て
い
る
。
毎
年
留
学
生

た
ち
を
鎌
倉
へ
連
れ
て
行
き
、
日
本
で
の
親
父
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

一
〇
　
お
わ
り
に

　
こ
こ
で
は
全
て
を
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
実
に
多
く
の
宝
物
が
あ
っ
た
。
掘
り
出
し
物
も
あ
っ
た
。
で
も
結
局
、
青
い
鳥
の
お
話

の
よ
う
な
結
末
で
は
あ
る
が
、
人
が
宝
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
人
財
で
あ
る
。
大
学
の
宝
と
な
っ
た
も
の
は
い
ず
れ
も
そ

の
時
々
の
人
々
が
、
苦
労
を
し
て
事
を
始
め
、
努
力
を
し
、
時
問
を
か
け
て
や
が
て
実
り
を
迎
え
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
畢

寛
、
次
世
代
に
宝
物
と
な
る
も
の
の
種
を
蒔
い
た
り
、
芽
を
育
て
た
り
す
る
の
が
学
長
の
役
割
で
あ
ろ
う
。

素
直
で
お
お
ら
か
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原
石
の
よ
う
な
学
生
た
ち
、
八
万
人
を
超
え
る
多
士
済
々
の
卒
業
生
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
で
大
学
を
愛
し
支
え
る
大
学
の
教
職
員
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
人
々
も
全
て
関
東
学
院
大
学
の
宝
物
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
々

に
と
っ
て
は
関
東
学
院
大
学
が
宝
物
で
あ
ろ
う
。
大
学
が
み
ん
な
の
宝
物
で
あ
る
限
り
、
「
我
が
大
学
は
永
久
に
不
滅
で
す
」
と
確
信

し
て
い
る
。
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